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●事業報告 
 

当団体は平成 29 年 9 ⽉ 16 ⽇に内閣府より公益法⼈の認定を受けました。よって、当事
業報告書の対象とする事業年度の期間は、平成 29 年 9 ⽉ 16 ⽇から平成 30 年 8 ⽉ 31 ⽇ま
での 11.5 ヶ⽉間となります。 

 

Ⅰ．ウィッシュ事業（公益⽬的事業） 

 ウィッシュ事業は、「難病の⼦どもの夢をかなえるお⼿伝いをする」活動全般そのもの
で、当団体の中核事業です。 

難病の⼀次定義は「命にかかわる病気・病状」であり、具体的な病名は当団体の定める
病名リストに基づきます。ウィッシュチャイルドの病状が「難病」の対象になるかのどう
かの最終判断は、⼦どもの主治医が医学的⾒地から認定しております。⼩児がんなど、当
団体の設⽴当時には不治の病といわれた病気も、医療技術の⾶躍的な進歩により、今やそ
の 7 割を越える患児が⼩児がんを克服できるようになりました。しかしながら、今なお多
くの⼦どもが難病との闘いを余儀なくされています。 

メイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパンは、対象となる全ての⼦どもに夢をかなえる機
会を持ってもらうべく、今年もウィッシュ事業を進めてまいりました。 

 

1. 夢の実現 

平成 30 年度には、232 名の⼦どもたちの夢をかなえることができました（昨年平成
29 年に夢を実現した⼦どもは 227 名）。実現した夢を、担当した⽀部、夢の種類で分類
すると以下のようになります。 

        

       

平成30年度
東京本部 77
札幌 14
仙台 12
静岡 10
名古屋 35
関⻄ 41
北陸 8
広島 14
福岡 21
合計 232

⽀部別 夢の実現数



       
 
夢の実現⼀件あたりの直接事業費⽤は 239,800 円で、平成 29 年の 243,000 円とほぼ

同じ⽔準でした。 
 

2. 広報活動 

当団体やその活動についての認知を⾼めるべく、広報活動を積極的に展開してまい
りました。全国各地での講演活動に加え、メルマガ、Facebook、Instagram 等のソーシ
ャルネットワークでの情報発信も推進してきました。 

平成 27 年 7 ⽉に始まった AC ジャパンの⽀援キャンペーンは 2 年⽬となり、新たに
製作した CM『夢の実現が僕の⼈⽣を変えた』が TV・ラジオなどを媒体として全国展
開され、これまで以上に多くの⽅々にメイク・ア・ウィッシュ オブ ジャパンのことを
知ってもらうことができました。 
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3. 会員増加及び寄付⾦募集活動 

当団体にとっての最⼤の収益源は寄附⾦収⼊です。より多くの個⼈や企業の皆さん
に財政的⽀援をいただくべく、積極的な広報活動や様々なイベントを通じた啓蒙活動を
展開してまいりました。 

加えて、当団体の親団体であるメイク・ア・ウィッシュ インターナショナルと連携
し、APAC 地区で他国の⽀部と協⼒して寄附⾦募集を⾏うことも進めてまいりました。 

その結果、平成 30 年度の会費と寄附⾦を合わせた収益は 9,651 万円となりました。 
 

4. ボランティア養成と⽀援 

夢の実現はボランティアによって⽀えられています。ウィッシュの実現に直接係わ
るボランティアの養成を⽬的としたボランティアトレーニングを、平成 30 年度は東京
本部で 2 回、⽀部で 9 回開催しました。 

情報共有を主な⽬的に、毎⽉第三⽕曜⽇に東京本部でボランティア定例会を開催
し、更にきめ細かにボランティアの活動を⽀援するためのフォローアップミーティング
を平成 30 年度は 3 回開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ．チャリティー事業（収益事業） 

 
 当財団の活動をより多くの⼈に知っていただき、ご⽀援をいただきたい。そのような想
いで、様々なチャリティーイベントを全国各地で開催してまいりました。 
 
 平成 30 年度に当団体が実施した主要なチャリティーイベントは、以下の通りです。 
 

 
 
  東京本部が江東区夢の島で計画していたチャリティーマラソンイベントが、2020 東京
オリンピックに向けた整備事業の影響で、開催できなくなりました。また、同じく東京本
部が春に横浜市で計画していた駅伝イベントが⼤⾬によりキャンセルとなりました。 
  その結果、イベントへの年間総参加者数は、当初予定していた 5,600 名を⼤幅に下回
る 3,798 名となりました。また、チャリティー事業全体での収益は 1,463 万円となりまし
た。 
 

本支部 名　　　　　　称 開催年月日 参加者

25周年記念パーティー 2017年10月25日 264

チャリティ声楽コンサート 2017年11月29日 100

バイシクルライド in 東京 2018 2018年4月22日 862

GWチャリティーコンサート 2018年5月5日 200

札幌 第１２回チャリティラン＆ウォーク 2018年9月1日 338

仙台 チャリティ駅伝 2018年6月23日 425

静岡 チャリティマラソン 2017年11月18日 281

チャリティマラソン 2018年4月21日 184

チャリティボウリング 2018年8月26日 131

チャリティボーリング大会 2017年10月29日 21

チャリティコンサート 2018年2月10日 55

チャリティウォーク京都 2018年4月29日 62

チャリティウォーク奈良 2018年5月27日 21

チャリティー講演会 2018年6月10日 100

愛媛地区チャリティーコンサート 2018年7月14日 200

チャリティランウォーク 2017年11月19日 450

チャリティボウリングinかごしま 2018年8月19日 104

合計 3,798

平成30年度　メイク・ア・ウィッシュ主催　主要チャリティー・イベント

福岡

広島

関西

名古屋

東京



Ⅲ. 物品販売事業（収益事業） 

 
 当団体では⾃主出版の書籍やオリジナルグッズを作成し販売しています。平成 30 年度
の物品販売事業の内訳は以下の通りです。 

  

     
 
 

Ⅳ. 不動産賃借事業（収益事業） 

 
 当財団は、平成 22 年に⽀援者より遺贈を受けた不動産（アパート）を東京都渋⾕区⻄
原に保有し、その管理は京王不動産株式会社に委託しております。 
 
 平成 30 年度の賃借収益は、前年とほぼ同じ 906 万円でした。 
 
 

Ⅴ. 法⼈管理 

 
 平成 30 年度は以下の重点課題に取り組み、成果を出すことができました。 
 

 ・メイク・ア・ウィッシュの国際組織 MAWI と連携して、APAC 地域でのファンド
レイジングに協⼒して取り組んだ 

 ・スタッフの世代交代に対応すべく、札幌⽀部、福岡⽀部で新たに職員を採⽤した 
 
           以上 

平成30年度

オリジナルグッズ　＆　書籍 499

印税 146

その他（バザー等） 63

物品販売合計 708

万円

物品販売　内訳


